
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

現在日本の総人口は１億２７０８万人です。 
男性の平均寿命は８０．２１歳と、初めて８０歳を越えて世界第４位、女性は
過去最高の８６．６１歳となり、２年連続の世界一となりました。 
また、平成２６年の６５歳以上の高齢者は、第１次ベビーブームの最終世代
である昭和２４年生まれの人が６５歳に達したため、前年に比べて１１１万人

増の３２９６万人となりました。高齢者が総人口に占める割合は２５・９％で、
ほぼ４人に１人の計算になります。さらに７５歳以上は１２．５％の１５９０万人
で、８人に１人の割合となっています。 
一方、日本の総人口は昨年と比べ 
２４万４０００人減ったそうで、このまま 

何の手も打たずに今の傾向が続けば、 
２０６０年には人口が８７００万人に減り、 
しかもその内４０％が６５歳以上となるそうです。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
日本人が寝たきりになる原因はさまざまですが、その第1位は「脳血管疾患」
であることがわかっています。しかも３７．９％と圧倒的な割合を占め、高齢に
よるものや骨折・転倒などの他の原因を大きく上回ります。 
脳血管疾患の総患者数は１３７万人で、癌の総患者数１４２万人とあまり変わり
ません。しかし、死亡者数は前述のように、癌の３分の１ということは、それだけ
医学の発達により一命を取り留める確率が高くなったわけですが、それだけ
麻痺の障害に苦しんでいる患者さんも多いということを意味します。 
脳血管疾患を予防することが寝たきりを予防する第一歩であるといえます。 
日本での寝たきり高齢者の数は、２０００年には１２０万人だったのが、２０２５年
には２３０万人にもなると予測されています。 
欧米ではどうかというと、欧米では寝たきり高齢者がほとんどありません。 
欧米では食事が摂れなくなったときに「経管栄養や点滴を行って延命させる」
というのは、高齢者への虐待であると昔から考えられているので、日本のように
行わないからです。 
表１ 要介護度別にみた介護が必要となった原因 

 
尊厳死についての議論はされていますが、法案も提出されていない状態です。
自分の寿命はいつまであるのかは神様でなければ分りません。しかし確実に
長寿となっている現代で、最期をどう迎えたいのか、そのためにどう生きれば
いいのかを考えておく必要があると思います。 

 第１位 第２位 第３位 

要介護３ 認知症    ２４．８％ 脳血管疾患 ２３．５％ 老衰     １０．２％ 

要介護４ 脳血管疾患 ３０．８％ 認知症    １７．３％ 骨折・転倒 １４．０％ 

要介護５ 脳血管疾患 ３４．５％ 認知症    ２３．７％ 老衰      ８．７％ 

 

哺乳類の心臓は一生のうちに１５億回打つといわれます。 

つまり１分間の心拍数が６００もあるハツカネズミの寿命は２～３年、 
心拍数が２０と少ないゾウは７０年、これに当てはめるとヒトの寿命
は２６．３歳になるのだそうです。 
大昔はヒトの寿命はこのくらいだったのでしょう。それが農耕をする
ことで、安定して食糧を手に入れられるようになって倍の５０歳になり、

昔は人生５０年といわれました。 
５０歳で死んでいたら、喫煙で肺気腫になる人は少なかったでしょうし、
酒も百薬の長だったでしょう。 
しかし、医学の発達により結核などの感染症が治るようになり、７５歳
まで生きられるようになり、癌や心臓疾患、脳卒中の治療が発達し

てさらに寿命が延びています。このうえｉＰＳ細胞による再生医学が
一般的になれば、本当に１００歳まで生きることになる時代が来るかも
しれません。 

平成２３年の死亡数・死亡率を死因順位別
にみると、 
第１位は癌で３５万７１８５人、２８．５％、
第２位は心疾患１９万４７６１人、１５．５％、
第３位は肺炎１２万４６５２人、９．９％、 
第４位は脳血管疾患で、１２万３７８４人、
９．９％となっています。（図１） 
ここで注目されるのは、全死亡者のおよそ
３．５人に 1 人は癌で死亡していることと、
肺炎が平成２３年以降、脳血管疾患に 
かわり第３位となったことでしょう。 （図１）死因の割合 

 


